
内閣府SIP「包摂的コミュニティプラットフォームの構築」が描く未来を、より多くの人に知ってほしい。そんな想いから生まれた活動が『世の中ちょっと良くする部』です。

「これからの社会」のあり方を考えるとき、大人たちだけで議論を進めるのはどこか違うのではないか——。そんな疑問から、私たちは次世代を担う玉川学園の生徒たちと共

に、世の中を少しずつ良くするためのアクションを考える『わたしたちの未来会議』に取り組んできました。１年間の活動を通じ、生徒たちが社会課題に対して抱いたリアルな

感覚、そして同世代に伝えたい切実な意識。それを形にしたのが『みんなの違和館』です。 お問合せ先：世の中ちょっと良くする部 事務局  contact@yokusurubu.jp

東京メトロ 銀座線『外苑前』駅 出口４aより 徒歩２分

東京メトロ 銀座線・半蔵門線・都営地下鉄 大江戸線

『青山一丁目』駅 出口１（北青山方面）より徒歩５分

東京都港区北青山２−３−１ Itochu Garden B1F

4/24
（fri） 

4/26
（sun） 

〜

ITOCHU SDGs STUDIO
（RADIO STATION）

OPEN 11：00〜18：00閲覧無料

世の中ちょっと良くする部
SIP’s Team for an Inclusive Society

ここは『みんなの違和館』。

学生や社会人の皆さんが誰かの何気ないひとことにはっとして、

違和感を感じた瞬間を集めたことばの博物館です。

自分があたりまえだと思っていたことへの違和感。

誰かがあたりまえだと思っていることへの違和感。

それは、あたらしいあたりまえのかけら。

さあどうぞ、歩を進めてあたらしいあたりまえの入り口へ。

玉川学園生徒のみなさんと進めている

『わたしたちの未来会議』発案による

企画展示です。
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私 だ け ？

それって、どういうこと？


